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【研究の目的】
高齢化が急速に進行している中、高齢者の日常生活を著しく低下させる主要な原因である転倒を予
防することは重要である。現在、高齢者の転倒危険度を予狽1するツールとして多くの運動機能テスト
がF汗弓発されているが、近年では運動機能だけでなく、身体能力や動作中の四肢の位置に対する自己認
識を考慮した、身体機能認識誤差 (Estimation Errori EE)値による転倒危険度についての研究もな
されている。本研究の目的は、転倒危険度を予測する目的で使用されている運動機能テス トについて、
その実測値及びEE値をそれぞれ測定し、どの測定項目が最も適切に転倒を予測する指標になるかど
うかを横断的並びに縦断的調査によつて明らかにすることにある。
【方法】
転倒予防事業に参加した独歩可能な65歳以上の高齢者のうち認知症 [Mini―mental state
examination(剛SE)にて 23点以下],重度の運動器疾患 。中枢神経系疾患を有する者,視覚障害者
等を除いた174名(75。8±5,7歳,男性 41名 女性 133)を対象とし、
1)全般的情報
対象者の属性 ぐ陛別、年齢、身長、体重、既往歴)、 1週間の外出頻度 (回/週),転倒予防自己
効力感評価、MMSE、過去 1年間の転倒の有無を聴取した。
2)運動機能の測定
(1)握力 (Grip Strength:GS)、(2)開眼片脚 立位 時間 (One Leg Standing with Eyes Openi OLS)、
(3)Timed Up and Go Test(TUG)、(4)Functional Reach Test、(5)長座位体前届、(6)最大一歩幅
(Maximal step Length:MSL)を測定した。
また、EE値の預1定として、運動機能テス トの測定に先立ち、それぞれの浪1定項目に対して対象者
自身による予演1値を測定し、その後実際の運動機能テス トを行い、得られた予測値から実測値を引い
た値をEE値とした。
3)追跡調査として断面的調査時での非転倒群に対して、断面測定実施から1年後に電話による聞
き取り調査を行い、転倒の有無や病気や治療の変化、精神的に落ち込むような事件の有無を聴取し
た。
統計学的方法として、転倒経験 1回以上の者を転倒群、0回の者を非転倒群と定義した。性別によ
る分布の差の検定にはχ2検定を行い、両群の運動機能やEEなど両群の差の検定にはMann―Whitney
test又はStudent t―estを用いた。更に転倒経験の有無に関する転倒関連要因の抽出としてロジス
ティック分析を行つた。またROC曲線の分析により転倒群と非転倒群を最適に分類するためのカット
オフ値を求めた。全ての統計解析にはIBM SPSS Statistics ver.20を用い、有意水準は5%とした。
【結果】
1)対象者の得l生
断面調査時で転倒群は33名(男性7名,女1陛26名),非転倒群は141名(男性34名,女性 107
名)であり,性別による両群の分布に差は無かった (χ2=0,125,p=0,724)。その他の基本属性と
しては,転倒群は非転倒群に比べて年齢が有意 (p(0。5)に高く,1週間の外出頻度は有意 (p〈0.05)
に少なかった。
2)運動機能テス トおよびEE値の比較
断面調査時に於いて各運動機能テス トの比較では、OLS(p〈0,05)及びMSL(p〈0.01)が転倒群で有意
に低値を示した。EE値の比較では、転倒群はOLS(p〈0,05)、TUG(p〈0.05)、及びMSL(p(0,01)で非
転倒群と比較して有意に高く、自己の能力を過大評価していた。
3)断面調査に於る転倒に影響を及ぼす要因の抽出とカットオフ値の決定
転倒の有無を従属変数とし,独立変数には両群間で有意差のみられた、年齢,外出頻度とOLS,MSL
の実測値,OLS,TUG,MSLのEE値の,計7項目を投入したロジスティンク分析の結果、転倒に影響す
るものとしてTUGのEE値(オッズ比 :1.26)とMSLのEE値(オンズ比 :1.081)が転倒予測因子とし
て抽 出 された。ROC曲線 の曲線 下面積 は、TUGのEE値が 0。648、MSLのEE値が 0.750であ り、MSLの
EE値の方が大きい値を示した。またMSLのEE値でのROC曲線から最適なカントオフ値は2.Ocmと判
断され、感度は 32.8%、特異度91.1%、的中精度66.7%であった。
4.追跡調査
断面調査で得られた非転倒群に対する 1年後に於る電話での聞き取り調査では、141名のうち 11
名 (7.8%)が1年間のうちに転倒を経験していた。転倒の有無を従属変数とし、両群間で有意差の
みられた、GS、TUGの実測値、MSLのEE値を独立変数 としたロジスティック分析では再度、MSLのEE
値 (オッズ比 :1.06)、そしてもう一つTUG(オンズ比 :1.89)が転倒予預1因子として抽出された。ま
た、断面調査で得られたMSLのEE値のカットオフ値を基準に非転倒群を2群に分類し,転倒の発生
を比較した。その結果、カットオフ値よりも高い値を示した群では49名中 10名(20.4%)、低い値
を示した群では92名中1名(1%)と転倒発生に有意な差が認められ (χ2=16.593,p=0,000)、その
相対危険度は18,78を示した。
【考察】
今回の調査の対象は、運動機能テス ト結果が良好な健常高齢者であつたが、それにも関わらず転倒
経験者が存在していた。これにより、例え運動機能が良好であつても転倒を経験する高齢者が存在し
ていることが分かった。転倒経験者は自己の運動能力を過大評価しており、特にMSLのEE値は断面
調査でも追跡調査でも繰り返し、転倒予演J因子として抽出されていた。またそのカットオフ値は2.0
センチであり、その相対危[父度は18.78ときわめて高い値であつた。これにより、MSLのEE値は健常
高齢者に対して最も適切に転倒を予測する指標であることが示唆された。
【結論】
健常高齢者に対してより早期から転倒予防の介入を行う上で、MSLのEE値は最適な転倒予測指標の
1つであると考えられた。
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